4 生活環境影響調査項目

（1） 生活環境影響調査項目の選定

生活環境影響要因と生活環境影響調査項目の関連を表 4‑1に示す。
表 4‑1　生活環境影響要因と生活環境影響調査項目
	調査
事項
	生活環境影響要因
生活環境影響調査項目
	施設からの浸出水の流出、又は浸出液処理設からの処理水の放流
	最終処分場の存在
	施設（浸出液処理設備）の稼働
	埋立作業
	施設（埋立地）からの悪臭の
発生
	廃棄物運搬車両の走行

	大気質
	粉じん
	
	
	
	○
	
	

	
	二酸化窒素（NO2）
	
	
	
	◎
	
	○

	
	浮遊粒子状物質（SPM）
	
	
	
	◎
	
	○

	騒音
	騒音レベル
	
	
	○
	○
	
	○

	振動
	振動レベル
	
	
	○
	○
	
	○

	悪臭
	特定悪臭物質濃度
	
	
	◎
	
	○
	

	水質
	生物化学的酸素要求量（BOD）
	○
	
	
	
	
	

	
	化学的酸素要求量（COD）
	○
	
	
	
	
	

	
	全窒素（T-N）、全りん（T-P）
	○
	
	
	
	
	

	
	ダイオキシン類
	○
	
	
	
	
	

	
	浮遊物質量（SS）
	○
	
	
	
	
	

	
	その他必要な項目（健康項目）
	○
	
	
	
	
	

	地下水
	地下水の流れ
	
	●
	
	
	
	


注）○：「廃棄物処理施設　生活環境影響調査指針（平成18年9月）」（環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部）の中で、陸上埋立・管理型最終処分場の標準項目とされており、生活環境影響調査項目として選定したもの。

◎：「廃棄物処理施設　生活環境影響調査指針（平成18年9月）」（環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部）の中で、陸上埋立・管理型最終処分場の標準項目とはなっていないが、生活環境影響調査項目として選定したもの。

●：「廃棄物処理施設　生活環境影響調査指針（平成18年9月）」（環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部）の中で、陸上埋立・管理型最終処分場の標準項目とされているが、生活環境影響調査項目として選定しなかったもの。

（2） 生活環境影響調査項目として選定しなかった理由
1 地下水の流れ
今回の拡張部分は、現在稼動している最終処分場に隣接しており、また、頂上付近に位置することから、表層水等の水の流れは現施設と同様である。現地下水位の高さは、図 4‑1に示すとおり、拡張部分の施工底盤高さよりも約18m低い位置にあることから、地下水脈への影響はない。また、地下水の流れは、図 4‑2に示すとおり、事業地内を南東から北西側に流れており、周辺の集落（事業地より北東側約180m）と反対方向に流れている。

以上のことから、拡張による地下水への流れの影響は小さいと考えられ、生活環境影響調査項目として選定しなかった。
なお、現施設の設置により、周辺の集落における井戸水に関する苦情等は発生していない。
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図 4‑1　現地下水位の高さ及び拡張部分の施工底盤高さ等（断面⑬－⑬）

[image: image2.jpg]e T

=

P

Crrn |
s A |
ETTTRT T

ety

AR B
o | (o | *EF | 2P
[ e EE)
[T £
T 13
2| imer i3
6| e | oawe | maw
| o | aane | maw
T i | v | R
T | uu | e | esn

i





図 4‑2　地下水の流れ等

（3） 生活環境影響調査を行う地域の範囲

本事業の実施に伴う環境影響要因に対して、環境影響評価の中で考慮する必要があると考えられる調査事項を、事業の位置、内容、規模及び地域の特性等を考慮して抽出する。

1 大気質
1 埋立作業

建設機械の使用に伴う大気質による影響の調査対象地域は、現在の施設内で稼動している建設機械からの大気汚染物質の影響があると考えられる事業計画地周辺（東西２km×南北２kmの範囲　図 4‑3参照）とする。

なお、変更後においても、前回予測の稼働条件である建設機械の台数（ブルドーザ１台、油圧ショベル２台）及び作業時間（９時～17時の８時間稼働/日）に変わりはない。
覆土等からの粉じんの影響については、事業計画地周辺とする。
（東西２km、南北２kmの範囲を四角く囲む）
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図 4‑3　大気汚染の影響の調査対象範囲

ｲ　廃棄物運搬車両の走行

　　　　　廃棄物運搬車両の走行に伴う大気質の調査対象地域は、周辺の住居を考慮し、搬出入ルート沿道とする。

　　　　　なお、廃棄物運搬車両の走行ルートは、図 3‑7に示したとおり、以下の３ルートである。

　　　　　ルート①：阪和自動車道・市道唐国久井線を利用する運搬車両

　　　　　　・阪和自動車道→市道唐国久井線→大阪外環状線（一般国道170号）→松尾山農道→事業計画地

　　　　　ルート②：貝塚方面より大阪外環状線（一般国道170号）を利用する運搬車両

　　　　　　・大阪外環状線（一般国道170号）→松尾山農道→事業計画地

　　　　　ルート③：堺方面より大阪外環状線（一般国道170号）を利用する運搬車両

　　　　　　・大阪外環状線（一般国道170号）→松尾山農道→事業計画地

　　　　　これらの運搬車両が最も集中する松尾山農道沿道には、住居は存在しない。

　　　　　以上のことから、廃棄物運搬車両の影響については、住居や人が集まる施設等への影響が考えられるルート①の市道唐国久井線沿道地域及びルート②・③の大阪外環状線（一般国道170号）沿道地域を調査対象とする。

2 騒音・振動

1 施設の稼働及び埋立作業

施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業での建設機械の使用に伴う騒音・振動の調査対象地域は、敷地境界から100m以内に保全対象施設がないことから周辺の住居を考慮し、事業計画地の近傍住居とする。
2 廃棄物運搬車両の走行
廃棄物運搬車両の走行に伴う騒音・振動の調査対象地域は、周辺の住居を考慮し、搬出入ルート沿道とする。

廃棄物運搬車両の影響については、大気質と同様、ルート①の市道唐国久井線沿道地域及びルート②・③の大阪外環状線（一般国道170号）沿道地域を調査対象とする。

3 悪　臭

1 施設（浸出水処理設備）の稼働及び施設（埋立地）からの悪臭の発生

施設（浸出水処理設備）の稼働及び施設（埋立地）に伴う悪臭の調査対象地域は、敷地境界から100m以内に保全対象施設がないことから周辺の住居を考慮し、事業計画地の近傍住居とする。
水質（浸出水処理設備からの処理水の放流）

事業計画地から排水された水は、図 4‑4に示す流下経路で大阪湾に至る。まず、事業計画地から排水された水は、沢を通って新池上から新池下に流入したあと、さらに沢・水路等を経由して槇尾川に流入する。
「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」によると、槇尾川では下流の繁和橋、さらに下流の大津川では高津取水口及び大津川橋で流量及び水質の観測がされている。その最小流量は表 4‑2に示すとおり、高津取水口で0.20m3/s (17,300m3/日)であり、この地点では事業計画地から放流される水量(150m3/日注))の約120倍に希釈されることから、大津川の高津取水口までを調査対象範囲とする。
注）浸出水処理設備の処理能力の最大放流量を示す。

表 4‑2　槇尾川（繁和橋）及び大津川（高津取水口・大津川橋）流量観測結果

	年度
	観測地点名
	観測回数
	最小～最大
	平均値

	平成19年度
	繁和橋
	12回／年
	0.03～0.33(m3/s)
	0.13(m3/s)

	
	高津取水口
	
	0.20～1.68(m3/s)
	0.65(m3/s)

	
	大津川橋
	
	0.00～1.98(m3/s)
	0.70(m3/s)
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　　図 4-3　大気汚染の影響の調査対象範囲
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図 4‑4　事業計画地から排水された水の流下経路

（4） 現況調査の方法

1 大気質
1 資料調査

事業計画地から最も近い一般環境測定局（緑ヶ丘小学校）の二酸化窒素、一酸化窒素、浮遊粒子状物質及び気象の調査結果について整理する。

測定局の位置は、図 4‑5に示すとおりである。
2 現地調査

事業計画地の敷地境界付近において大気質の現地調査を実施する。調査概要は表 4‑3に示すとおりである。
表 4‑3　大気質の現地調査概要

	調査項目
	一酸化窒素(NO)

二酸化窒素(NO2)
浮遊粒子状物質(SPM)
気象（風向・風速）

	調査回数
	夏季及び冬季　各１週間

	調査地点
	図 4‑6に示す１地点（事業計画地の敷地境界付近）

	調査方法
	大気質の環境基準に示された測定方法に準拠


資料：「大阪府環境白書」（平成16年版　大阪府）
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図 4‑5　大気質の資料調査地点位置
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図 4‑6　現地調査地点位置
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図 4‑7　水質の資料調査地点位置
2 [image: image8.emf]泉大津市

騒音・振動

1 資料調査

廃棄物運搬車両の搬出入ルート沿道における、和泉市実施の騒音調査結果を整理する。

2 現地調査

廃棄物運搬車両の搬出入ルートでの現況の騒音・振動を把握するため、騒音・振動の寄与が大きいと想定され、また、住居や人が集まる施設等の存在を考慮し、市道唐国久井線の沿道と国道170号の沿道（和泉丘病院及びいずみ山愛の里付近）とする。

なお、市道唐国久井線の沿道結果は、既存調査結果（テクノステージにおける一般廃棄物の中間処理施設の生活環境影響調査（平成21年2月））を使用するものとする。

調査概要は表 4‑4に示すとおりである。

表 4‑4　騒音・振動の現地調査概要

	調査項目
	騒音・振動

	調査回数
	事業関連車両の運行が定常な時期　１回

	調査地点
	図 4‑6に示す以下の３地点
①市道唐国久井線の沿道

　　②国道170号の沿道（和泉丘病院）

　　　③国道170号の沿道（山愛の里付近）

	調査方法
	騒音はJIS Z 8731、振動はJIS Z 8735に示す方法

なお、同時に時間帯別車種別交通量、車速、道路断面を測定


悪臭

3 資料調査

現在の施設において、埋立てられている廃棄物の種類及び性状を整理する。

4 現地調査

現在の稼動している施設（浸出水処理設備、埋立地）からの悪臭の発生による特定悪臭物質濃度を調査する。

調査場所は、事業計画地敷地境界付近において、調査日の気象条件に基づき設定する風上及び風下の２地点とする。

調査概要は表 4‑5に示すとおりである。

表 4‑5　悪臭の現地調査概要

	調査項目
	悪臭（特定悪臭物質濃度）

	調査回数
	夏季　１回

	調査地点
	事業計画地敷地境界付近

（調査日の気象条件に基づき設定する風上及び風下の２地点）

	調査方法
	昭和47年環境庁告示第9号別表１～８に示す方法


水質

5 資料調査

事業計画地から排水された水は、図 4‑4に示す流下経路で大阪湾に至る。まず、事業計画地から排水された水は、沢を通って新池上に流入したあと、さらに新池下を経て沢・水路等を流れて槇尾川に流入し、他の河川と合流して大津川となる。したがって、槇尾川及び大津川の水質の現況について、「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）等により、生活環境項目、健康項目等の調査結果について整理する。

槇尾川及び大津川での既存資料調査地点位置は図 4‑4に示すとおりであり、選定した水質項目の測定状況は表 4‑6に示すとおりである。
なお、ダイオキシン類は、槇尾川及び大津川の高津取水口では調査を行っていないことから、大津川の高津取水口下流側の大津川橋の調査結果を整理する。

表 4‑6(1)　槇尾川及び大津川の水質項目調査（生活環境項目、健康項目）
	測定地点　
測定項目
	109

大津川

高津取水口
	113
槇尾川
繁和橋
	和田町

槇尾川
城前橋

	流　　量
	○
	○
	－

	生活環境項目
	ＢＯＤ
	○
	○
	○

	
	ＣＯＤ
	○
	○
	○

	
	ＳＳ
	○
	○
	○

	
	全窒素
	○
	○
	○

	
	全燐
	○
	○
	○

	健康項目（表 3‑7参照）
	○
	○
	○


資料：「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」（大阪府）
「平成19年度　和泉市水質調査結果報告書」（和泉市）

表 4‑6(2)　大津川の水質項目調査（ダイオキシン類）
	測定地点　
測定項目
	110
大津川
大津川橋

	流　　量
	○

	ダイオキシン
	○


資料：「平成19年度　大阪府域のダイオキシン類常時監視結果報告書」（大阪府）
現地調査

新池上の下流に位置する新池下から流下する水は農業用水として利用されている。したがって、新池上及び新池下内での水質の現況を把握するため、水質の現地調査を実施する。調査概要は、表 4‑7に示すとおりである。当該地域の降雨量は夏季に多く、冬季に少ない。なお、河川水量は農業利水のための水門操作に主として依存する状況にある。

低水期とした時期に、生活環境項目、農業用水項目、健康項目及びダイオキシン類を１回、平水期とした時期に、生活環境項目及び農業用水項目を２回（農業用水利用前及び利用中）実施する。また、流量については、新池下の放流口において、低水期１回、平水期２回の計３回の調査を行う。
表 4‑7　水質の現地調査概要
	調査項目
	生活環境項目、農業用水項目、健康項目、ダイオキシン類、流量

	調査回数
	生活環境項目

農業用水項目
	３回（低水期×１回、平水期×２回）

	
	健康項目

ダイオキシン類
	１回（低水期）

	調査地点
	図 4‑7に示す２地点（新池上、新池下の池中央付近）

流量については、新池下の放流口とする。

	調査方法
	水質の環境基準に示された測定方法に準拠して測定


周辺地域の自然的条件及び社会的条件の現況を把握する方法

現況把握は原則として既存の文献、資料により行うこととし、既存の文献、資料により現況把握が十分に出来ない場合には、現地調査を行い補完する。

以下に、自然的条件及び社会的条件の現況を把握する方法を具体的に記する。

3 自然的条件
1 気象（風向、風速、気温、湿度）

気象の現況については、大阪府や気象庁による測定資料を収集する。

具体的には、近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校　図 4‑5参照）及び大阪管区気象台の測定データを整理する。

2 地盤性状

事業計画地またはその近傍における地盤性状を各種地質・地盤資料により把握する。

具体的には、事業計画地における施設設置に係る地質調査結果を整理する。

4 社会的条件
1 土地利用及び人家等

事業計画地周辺の土地利用及び人家等については、住宅地図、都市計画用途地域図等の資料より把握する。

なお、土地利用及び人家等の現況については、「3.4（６）①

 REF _Ref24435329 \h 
 \* MERGEFORMAT 環境保全対策に係る地域の概況」において整理している（図 3‑8及び図 3‑9参照）。
2 交通量の状況

交通量については、道路交通センサス、既存資料及び現地調査等により把握する。

なお、道路交通センサス等の既存資料から整理した交通量の現況は、「3.4（５）③

 REF _Ref101790695 \h 
周辺の交通量」に示している（図 3‑7及び表 3‑4参照）。
3 水利用（水利権・漁業権）

事業計画地より下流域における水利権・漁業権については、状況を利水・漁業関係者からのヒアリングにより把握する。

なお、事業計画地より下流域の水利用は、農業用水のみであり、漁業権は設定されていない。

予測の手法

5 大気質

予測項目は、埋立作業による粉じん・二酸化窒素及び浮遊粒子状物質、廃棄物運搬車両の走行による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質とする。

1 埋立作業

a 粉じん

1) 予測の基本的な考え方

埋立作業等による粉じんの飛散の程度を定量化する知見は十分に整備されていないことから、地域の気象特性を踏まえた上で、粉じん対策を考慮した定性的な予測を行う。

2) 予測地点

予測地点は、周辺の住居を考慮し、事業計画地周辺とする。

3) 予測手法

予測手法は、ビューフォートの風力階級による定性的予測とする。
また、現在稼動している施設の状況を参考とする。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画及び気象等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・埋め立てる廃棄物の種類及び性状

・埋立計画、覆土計画

・施設の配置（外周の植栽、フェンス等）

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯等）

・廃棄物運搬計画（主要搬入道路、年間運搬日数、運搬時間帯、時間帯別車種別台数）

＜気象条件＞

・事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）の測定結果あるいは現地調査結果を基に風向別・風速階級別出現頻度を整理して、予測条件とする。

b 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

1) 予測の基本的な考え方

施設での建設機械の稼動状況が、変更後（拡張）においても前回予測の最大稼働条件である建設機械の台数（ブルドーザ１台、油圧ショベル２台）及び稼働時間（９時～17時の８時間稼働/日）に変更がないことを考慮し、定性的予測とする。
2) 予測範囲

予測範囲は、4（３）

 REF _Ref101787126 \h 
 \* MERGEFORMAT 生活環境影響調査を行う地域の範囲にて設定した、事業計画地周辺とする。

3) 予測手法

予測手法は、施設での建設機械の最大稼働条件が、変更後（拡張）においても変わらないことを考慮し、現施設における生活環境影響調査書（産業廃棄物処理施設（管理型最終処分場）に係る生活環境影響調査書＜平井第８工区＞平成17年12月）及び現地調査結果等を基に定性的予測とする。
4) 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件となる時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画及び気象等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・埋立計画、覆土計画

・施設の配置（外周の植栽、フェンス等）

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯等）

・廃棄物運搬計画（主要搬入道路、年間運搬日数、運搬時間帯、時間帯別車種別台数）

＜気象条件＞

・事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）の測定結果あるいは現地調査結果を基に気象条件を整理する。

廃棄物運搬車両の走行

c 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

1) 予測の基本的な考え方

廃棄物運搬車両の走行による影響については、数値シミュレーションによる定量的な手法により予測する。

2) 予測範囲

予測地点は、市道唐国久井線の春木町、国道170号の和泉ヶ丘病院及びいずみ山愛の里の沿道とする。

3) 予測手法

廃棄物運搬車両の走行による濃度の予測は、拡散計算式により行う。また、これにより求めた廃棄物運搬車両による濃度及び一般交通による濃度を、現況における環境濃度と重合して将来濃度を予測する。

＜拡散計算式＞

・「道路環境影響評価の技術手法（2007改訂版）」（（財）道路環境研究所2007年）に基づき、有風時（風速1.0m/s超える）はプルームモデル式、弱風時（風速1.0m/s以下）はパフモデル式を用いる。

＜窒素酸化物から二酸化窒素への変換等＞

・統計モデル

4) 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画及び気象条件等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・廃棄物運搬計画（主要搬入道路、年間運搬日数、運搬時間帯、時間帯別車種別台数）

＜気象条件＞

・事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）の測定結果あるいは現地調査結果を基に気象条件を整理する。

＜一般交通量＞

・現況交通量を予測対象時期における一般交通量とする。

＜排出係数＞

・廃棄物運搬車両及び一般交通量の走行に伴って排出される、大気汚染物質排出原単位（排出係数：g/台・km）を設定する。

騒音

予測項目は、変更後（拡張）の施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業による騒音レベル及び廃棄物運搬車両の走行による騒音レベルとする。

2 施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業
a 騒音レベル

1) 予測の基本的な考え方

施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業に伴い発生する騒音を、数値計算による定量的な手法により予測する。

2) 予測地点

予測地点は、事業計画地の敷地境界線上及び騒音の影響が最も大きいと考えられる近傍住居とする。

3) 予測手法

予測手法は、伝搬理論式を用いた定量的な手法とする。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・施設の配置及び建築計画（敷地境界条件等）

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯）

・音源条件（設備機器及び埋立作業機械の種類、数、パワーレベル、配置等）　　

3 廃棄物運搬車両の走行
a 騒音レベル

1) 予測の基本的な考え方

廃棄物運搬車両による騒音への影響を、数値計算による定量的な手法により予測する。

2) 予測地点

予測地点は、市道唐国久井線の春木町、国道170号の和泉ヶ丘病院及びいずみ山愛の里の沿道とする。

3) 予測手法

予測手法は、現在運行している廃棄物運搬車両を含む一般交通量に占める廃棄物運搬車両の寄与の程度を日本音響学会式等を用いた定量的な手法で予測する。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画及び一般交通量を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・廃棄物運搬計画（主要搬入道路、年間運搬日数、運搬時間帯、時間帯別車種別台数）

＜一般交通量＞

・現況交通量を予測対象時期における一般交通量とする。

振動

予測項目は、施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業による振動レベル、及び廃棄物運搬車両の走行による振動レベルとする。

4 施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業
a 振動レベル

1) 予測の基本的な考え方

施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業に伴い発生する振動を、数値計算による定量的な手法により予測する。

2) 予測地点

予測地点は、事業計画地の敷地境界線上及び振動の影響が最も大きいと考えられる近傍住居とする。

3) 予測手法

予測手法は伝搬理論式を用いた定量的な手法とする。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・施設の配置及び建築計画（敷地境界条件等）

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯）

・振動源条件（設備機器及び埋立作業機械の種類、数、振動レベル、配置等）

5 廃棄物運搬車両の走行
a 振動レベル

1) 予測の基本的な考え方

廃棄物運搬車両による振動への影響を、数値計算による定量的な手法により予測する。

2) 予測地点

予測地点は、市道唐国久井線の春木町、国道170号の和泉ヶ丘病院及びいずみ山愛の里の沿道とする。

3) 予測手法

予測手法は、現在運行している廃棄物運搬車両を含む一般交通量に占める廃棄物運搬車両の寄与の程度を建設省土木研究所の提案式等を用いた定量的な手法で予測する。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画及び一般交通量を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・廃棄物運搬計画（主要搬入道路、年間運搬日数、運搬時間帯、時間帯別車種別台数）

＜一般交通量＞

・現況交通量を予測対象時期における一般交通量とする。

悪臭

予測項目は、施設（浸出水処理設備）の稼働、施設（埋立地）からの悪臭の発生による特定悪臭物質濃度とする。

6 施設（浸出水処理設備）の稼働、施設（埋立地）からの悪臭の発生
a 特定悪臭物質濃度

1) 予測の基本的な考え方

施設からの悪臭の発生による影響を、現在稼動している施設における現地調査結果等による定性的な予測とする。

2) 予測地点

予測地点は、悪臭の影響が最も大きいと考えられる近傍住居とする。

3) 予測手法

予測手法は、現在の稼動している施設における現地調査結果等による定性的予測とする。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、悪臭の発生が最大となる夏季とする。

5) 予測条件

予測条件は、現在稼動している施設の現地調査結果及び事業計画を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・廃棄物の種類及び性状

・施設の配置及び建築計画

・ガス抜き管の敷設計画

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯等）
水質

予測項目は、浸出水処理施設からの処理水の放流による生活環境項目、農業用水項目、健康項目及びダイオキシン類とする。

7 浸出水処理施設からの処理水の放流
a 生活環境項目、農業用水項目

1) 予測の基本的な考え方

予測は、浸出水処理施設からの処理水の放流による影響の程度を把握するため、施設の構造及び維持管理に異常がない状態を前提として、定量的な予測を行う。

2) 予測地点

予測地点は、生活環境項目については資料調査が実施されている槇尾川の和田町城前橋、繁和橋、大津川の高津取水口と現地調査を実施する新池下の放流口とする。また、農業用水項目については新池下の放流口のみとする。

3) 予測手法

予測手法は、完全混合式を用いた定量的予測とする。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、低水期及び平水期（灌漑期）とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画、既存資料調査結果及び現地調査結果等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・受入廃棄物の種類及び性状

・想定浸出水原水の水質

・浸出水処理設備能力及び日排水量

・浸出水の処理フロー

・放流水の水質

・放流水の放流先

＜将来濃度＞

・浸出水処理施設からの放流水による水質汚濁濃度と現在の環境濃度を重合して、将来濃度を予測する。

b 健康項目及びダイオキシン類

1) 予測の基本的な考え方

予測は、浸出水処理施設からの処理水の放流による影響の程度を把握するため、施設の構造及び維持管理に異常がない状態を前提として、定量的な予測を行う。

2) 予測地点

予測地点は、健康項目については資料調査が実施されている槇尾川の和田町城前橋、繁和橋、大津川の高津取水口と現地調査を実施する新池下の放流口とする。また、ダイオキシン類については、資料調査が実施されている大津川大津川橋とする。

3) 予測手法

予測手法は、完全混合式を用いた定量的な予測を行う。

4) 予測対象時期

予測対象時期は、施設の稼働が定常的な状態となる時期とする。

5) 予測条件

予測条件は、事業計画、既存資料調査結果及び現地調査結果等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・受入廃棄物の種類及び性状

・想定浸出水原水の水質

・浸出水処理設備能力及び日排水量

・浸出水の処理フロー

・放流水の水質

・放流水の放流先

＜将来濃度＞

・浸出水処理施設からの放流水による水質汚濁濃度と現在の環境濃度を重合して、将来濃度を予測する。

影響の分析

（5） 大気質

1 分析の基本的な考え方

大気汚染の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、大気環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2 分析の方法

1 影響の回避または低減に係る分析

適切な粉じん対策や大気汚染防止対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

2 生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・環境基本法に基づく環境基準

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」

・「周辺地域の生活環境に著しい影響を及ぼさないこと」

（6） 騒音

1 分析の基本的な考え方

騒音の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2 分析の方法

1 影響の回避または低減に係る分析

適切な騒音対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

2 生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・環境基本法に基づく環境基準

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」

（7） 振動

1 分析の基本的な考え方

振動の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2 分析の方法

1 影響の回避または低減に係る分析

適切な振動対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

2 生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」

・「大部分の地域住民が日常生活において支障がない程度であること」

（8） 悪臭

1 分析の基本的な考え方

悪臭の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2 分析の方法

1 影響の回避または低減に係る分析

適切な悪臭防止対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

2 生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」

・「大部分の地域住民が日常生活において感知しない程度であること。」

（9） 水質

1 分析の基本的な考え方

放流水による水質汚濁の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、水環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2 分析の方法

1 影響の回避または低減に係る分析

適切な水質汚濁防止対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

2 生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・環境基本法に基づく環境基準

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」を環境保全目標とする。
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　　図 4-5　大気質の資料調査地点位置
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　　図 4-7　現地調査地点位置（大気質・水質）
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　　図 4-6　大気質・騒音・振動・水質の現地調査地点位置
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